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⑴ 総括事項 

  県立病院経営中期計画（平成２２年度～平成２４年度）の初年度に当たる平成２２年度は、同計画に定

める「県の医療行政の中核的実戦部隊としての高度・専門医療の実施」に向けた取り組みの一環として、が

んセンター中央病院では外来化学療法棟の実施設計、城山病院では全面的な改築のための基本設計を行いま

した。また、あいち小児保健医療総合センターでは土曜夜間、日曜、祝日の小児救急医療を開始し、新たに

開設したがんセンター尾張診療所では乳がんの二次検診の専門施設としての活動を開始しました。経営面で

は、材料費の削減などに向けた病院職員の努力に加え、診療報酬のプラス改定に伴う入院外来収益の増加も

あり、平成２２年度決算では、結果として約３億５千万円の純損失となりましたが、前年度決算の純損失約

１１億円に対し、約７億５千万円の収支改善となりました。また、予算の純損失約８億６千万円に対しても、

約５億１千万円の収支改善が図られました。 

⑵ 患者診療状況 

平成２２年度の患者診療状況については、第 1 表のとおりであり、入院患者延べ３８６，９５６人

及び外来患者延べ３７１，０２０人を診療しました。 

なお、患者状況の年度別推移については第１図のとおりです。 

 

第１表          平 成 22 年 度  患 者 診 療 状 況 
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⑶ 収益的収入及び支出 

平成２１年度の収益的収支は第２表のとおりであり、病院事業収益３０,９２９,３３０,９３５円

（３０,８５９,６１４,０６４円）に対し、病院事業費は３２,０２２,５４１,２５３円（３１,９５８,

４６７,１２２円）で、差引き１,０９８,８５３,０５８円の純損失となりました。 

また、前年度からの繰越欠損金は３６,９３６,４９４,７３５円で、これに、当年度純損失１,０９

８,８５３,０５８円を加えた当年度未処理欠損金は３８,０３５,３４７,７９３円となっています。 

（注）（ ）は、消費税及び地方消費税を除いた額 
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第２表           平 成 22 年 度  収 益 的 収 支 

 

 

第３表 損益計算書 

（平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで） 
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第４表 経営状況の推移  （単位 千円） 

 

備考△印は、損失額を示す。 
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⑷ 資本的収入及び支出 

平成２２年度の資本的収支は第５表のとおりであり、資本的収入１，７２９，８１５，２６４円に

対し、資本的支出が２，５９７，６２３，７７５円となっています。 

なお、収入額が支出額に不足する８６７，８０８，５１１円については、過年度分留保資金で補て

んしました。 

 

第５表          平 成 22 年 度   資 本 的 収 支 
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⑸ 財政状況 

平成２３年３月３１日現在における財政状況は、第６表及び第３図のとおりです。 

 

第６表               貸  借  対  照  表 

（平成２３年３月３１日現在） 

 

備考 貸方の合計額は、欠損金が生じているため、流動負債、資本金及び剰余金の合計から欠損金を差し引いた

額になります。 
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